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前田建設工業株式会社
ICI総合センター

先進技術開発センター長
上田　康浩

0297-85-6171 ueda.y@jcity.maeda.co.jp

前田建設工業株式会社、株式会社JM提案団体名：

○提案内容

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

（１）自社の保有するスマートシティの実現に資する技術と実績等
※スマートシティの実現に資する技術については、別紙２の（１）～（７）の技術分野への対応を記載ください

（３）その他

（２）（１）の技術を用いて解決する都市・地域の課題のイメージ
※課題については、別紙３の（ア）～（シ）の課題分野への対応を記載ください

技術の概要・実績等
技術の
分野

解決する課題のイメージ
課題の
分類

【提案技術】 公共サービス全体効率化技術
インフラ・公共施設の点検・維持管理効率化技術をあらゆる分野に活用・発展し、公共サービス全体の効率化を図る

◆インフラ・公共施設の点検・維持管理効率化技術とは、
・IＣTやIoTを駆使して広域にわたるインフラ・公共施設を遠隔でモニタリングするとともに、多数の施設に対する点検
～補修を地域のリソースを最大限に活用し、効率的に実行するシステム
・多拠点からの情報（IoTネットワークや電話連絡等）を一元的に集約し、将来的にはAIを活用して最適な処置を指示
することで、広域的かつ効率的な維持管理を実現する
・集約したデータを分析して、インフラ・公共施設の長寿命化も実現できる
・さらに、地域のデジタルツインを作成し、点検記録や不具合箇所の情報を分かりやすく表示することで、誰もが容易
かつ適切な運用が可能

◆公共サービス全体効率化技術とは、
・単一分野内での効率化技術であるインフラ・公共施設の点検・維持管理効率化技術（垂直方向の効率化）をあらゆ
る分野に応用して適用し、異分野に広がる膨大なビッグデータを一括集約することで（水平方向の効率化）、全体の
効率化を実現する（垂直×水平方向の効率化）
・また、一括集約したデータをAIにより解析し、最適解を導き出すことで、公共サービス品質のさらなる向上と新たな
サービスの創出につなげることで、QOLの向上や新たな産業、雇用創出が期待できる

◆優位性
・特に大きな地域課題であるインフラ老朽化に対しては、ゼネコンの保有する高い建設技術とノウハウ、地域ネット
ワークが大きく寄与する
・当社が取り組んでいるコンセッション事業（仙台国際空港、愛知県有料道路）の運営技術・ノウハウが大きく寄与す
る

【実績】
・愛知県有料道路コンセッション事業における道路維持運営業務
・国内民間施設等約10万店舗の維持点検・修繕業務（添付資料）
・道の駅、給食センター等のPFI事業
（インフラや施設内部など町全体の３D化を行い、街づくりのｼﾐｭﾚｰｼｮﾝや関連する様々な情報を結び付け、わかりや
すく効率的な運営を実施）（添付資料）

（６）

①少子高齢化による税収減、市民の税負担増、担い手不足、社会保障費の増大
②地方公共団体の厳しい財政状況による、公共サービス運営の行き詰まりとサービス品質低下の可能性（①によ
る）
③インフラの一斉老朽化に対する対応が困難（①②による）
④担い手不足により非効率的となった行政運営

（ア）
～

（コ）

公表年月日：平成３１年２月８日
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